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奈良市教育委員会

中学校区別実施計画（案）「後期計画」

【概要版】



2



1

本市では、平成 20 年 1 月に策定した「奈良市学校規模適正化実施方針」及び「中学校区別実施計画（案）」
の前期計画と中期計画に基づいて、児童生徒が、集団の中で多様な考えに触れ、切磋琢磨することを通
じて思考力や表現力、問題解決能力などを育み、社会性や規範意識を身に付けさせることができるよう
な、より良い教育環境づくりを進めてきました。

この度、「奈良市学校規模適正化実施方針」に示した「中期計画」「後期計画」の期間を改訂し、「後
期計画」の始期を平成 28 年度とし、終期を「奈良市第 4 次総合計画」の終期と合わせた平成 32 年度ま
での計画とします。

■学校園の規模について
【過小】＝過小規模  【小】＝小規模  【大】＝大規模
（注）学校の規模の詳細については、「奈良市学校規模適正化実施方針」を参照してください。

中学
校区

市立中・小学校名
（生徒・児童数）

‐平成 28年５月１日現在‐

後期計画の内容
（平成 28～32年度）

平
城
西

【中学校】
・平城西中学校（276）【小】
【小学校】
・右京小学校（174） 【小】
・神功小学校（237） 【小】

右京小学校、神功小学校、平城西中学校は小規模校であり、
平城西中学校区全体の教育環境を鑑みた小中一貫教育を軸と
した統合再編を検討する。

平
城
東

【中学校】
・平城東中学校（377）
【小学校】
・朱雀小学校（315）
・佐保台小学校（122）【小】
・左京小学校（282）

佐保台小学校は小規模であるが、住宅開発が行われたことか
ら、児童数の推移を見守ることとする。

富
雄

【中学校】
・富雄中学校（739）【大】
【小学校】
・富雄北小学校（645）【大】
・鳥見小学校（413）
[三碓小]富雄南中校区参照

富雄北小学校と富雄中学校は大規模であるが、児童生徒数が
緩やかに減少に向かうことが予想されるため、児童生徒数の推
移を見守ることとする。

登
美
ケ
丘
北

【中学校】
・登美ケ丘北中学校（404）
【小学校】
・登美ケ丘小学校（460）
・東登美ケ丘小学校（651）【大】

東登美ヶ丘小学校は大規模であるが、児童数が緩やかに減少
に向かうことが予想されるため、児童数の推移を見守ることと
する。

二
名

【中学校】
・二名中学校（532）
【小学校】
・青和小学校（504）
・二名小学校（422）
[登美ケ丘小]登美ケ丘北中学校区参照

３校とも適正規模であり、児童生徒数の推移を見守ることと
する。

伏
見

【中学校】
・伏見中学校（675）
【小学校】
・伏見小学校（679）  【大】
・西大寺北小学校（567）【大】
・あやめ池小学校（506）

伏見小学校、西大寺北小学校は大規模であるが、急激な増加
は予想されず、児童数の推移を見守ることとする。

中学校区別実施計画（案）「後期計画」（平成 28～32 年度）【概要版】
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中学
校区

市立中・小学校名
（生徒・児童数）

‐平成 28年５月１日現在‐

後期計画の内容
（平成 28～32年度）

富
雄
南

【中学校】
・富雄南中学校（545）
【小学校】
・富雄南小学校（603）【大】
・三碓小学校（769）【大】
[あやめ池小]伏見中校区参照

富雄南小学校と三碓小学校は大規模であるが、児童数が緩や
かに減少に向かうことが予想されるため、児童数の推移を見守
ることとする。

登
美
ケ
丘

【中学校】
・登美ケ丘中学校（334）
【小学校】
・鶴舞小学校（247）【小】
・平城西小学校（377）
[登美ケ丘小]登美ケ丘北中校区参照

[東登美ケ丘小]登美ケ丘北中校区参照

鶴舞小学校は、小規模であるが、児童数が緩やかに増加に向
かうことが予想されるため、児童数の推移を見守ることとす
る。

京
西

【中学校】
・京西中学校（545）
【小学校】
・六条小学校（745）【大】
・伏見南小学校（362）

六条小学校は大規模であるが、児童数が緩やかに減少に向か
うことが予想されるため、児童数の推移を見守ることとする。

富
雄
第
三

【中学校】
・富雄第三中学校（225）【小】
【小学校】
・富雄第三小学校（446）

富雄第三中学校は小規模であるが、特色ある施設一体型の小
中一貫教育の充実を図るとともに、生徒数の推移を見守ること
とする。

都
跡

【中学校】
・都跡中学校（263）【小】
【小学校】
・都跡小学校（552）

都跡中学校は小規模であるが、急激な減少は予想されず、生
徒数の推移を見守ることとする。

平
城

【中学校】
・平城中学校（431）
【小学校】
・平城小学校（637）【大】
[平城西小]登美ケ丘中校区参照

[西大寺北小]伏見中校区参照

[都跡小]都跡中校区参照

平城小学校は大規模であるが、児童数が緩やかに減少に向か
うことが予想されるため児童数の推移を見守ることとする。

飛
鳥

【中学校】
・飛鳥中学校（257）
【小学校】
・飛鳥小学校（509）
[椿井小]三笠中校区参照

２校とも適正規模であり、児童生徒数の推移を見守ることと
する。

若
草

【中学校】
・若草中学校（293）
【小学校】
・鼓阪小学校（98） 【過小】
・佐保小学校（427）
・鼓阪北小学校（113）【小】
[興東小]興東館柳生中校区参照

鼓阪小学校は過小規模、鼓阪北小学校は小規模校であり、若
草中学校区全体の教育環境を鑑みた小中一貫教育を軸とした
統合再編を検討する。

春
日

【中学校】
・春日中学校（555）
【小学校】
・済美小学校（461）
・大安寺小学校（349）
・済美南小学校（232）【小】

済美南小は小規模であるが、児童数の減少が緩やかであるこ
とが予想されるため、児童数の推移を見守ることとする。
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中学
校区

市立中・小学校名
（生徒・児童数）

‐平成 28年５月１日現在‐

後期計画の内容
（平成 28～32年度）

三
笠

【中学校】
・三笠中学校（761）【大】
【小学校】
・椿井小学校（220）【小】
・大宮小学校（527）
・大安寺西小学校（481）
・佐保川小学校（378）

椿井小学校は小規模であるが、専門的な聴力検査が行える防
音室の設備が整っており、市内全域から通学できる難聴学級と
難聴通級指導教室（きこえの教室）が設置され、今後も奈良市
の難聴児教育のセンター的役割としての充実を図るため、現状
を維持する。

三笠中学校は大規模であるが、生徒数が緩やかに減少に向か
うことなどが予想されるため、生徒数の推移を見守ることとす
る。

都
南

【中学校】
・都南中学校（556）
【小学校】
・東市小学校（199）【小】
・辰市小学校（270）
・明治小学校（406）
・帯解小学校（125）【小】

精華小学校は過小規模が継続し複式学級が発生しているた
め、集団活動ができる人数を確保し教育環境を整える観点か
ら、平成 27 年４月、統合先を帯解小学校とし統合再編を行っ
た。
東市小学校と帯解小学校は小規模であるが、急激な減少は予
想されないため、児童数の推移を見守ることとする。

田
原

【中学校】
・田原中学校（17）【過小】
【小学校】
・田原小学校（40）【過小】

田原小・中学校は過小規模であるが、特色ある施設一体型の
小中一貫教育の充実を図るとともに、特認校制度等の導入につ
いての検討を行うなど、児童生徒数の推移を見守ることとす
る。

興
東
館
柳
生

【中学校】
・興東館柳生中学校（40）【過小】
【小学校】
・柳生小学校（55）【過小】
・興東小学校（50）【過小】

柳生中学校と興東中学校は過小規模であり、集団活動ができ
る人数を確保し教育環境を整える観点から、平成 27 年４月、
統合先を興東中学校とし、興東館柳生中学校として統合再編を
行った。

柳生小学校と興東小学校、興東館柳生中学校は過小規模であ
るが、他のゾーンとは地理的に離れていることから他校との統
合再編は困難な状況にあるため児童生徒数の推移を見守るこ
ととする。

月
ヶ
瀬

【中学校】
・月ヶ瀬中学校（28）【過小】
【小学校】
・月ヶ瀬小学校（52）【過小】

月ヶ瀬小学校と月ヶ瀬中学校は過小規模であるが、他のゾー
ンとは地理的に離れていることから他校との統合再編は困難
な状況にあるため、月ヶ瀬小学校を月ヶ瀬中学校内に移転し、
施設一体型の小中一貫教育校として平成 29 年４月に開校し、
児童生徒数の推移を見守ることとする。

都
祁

【中学校】
・都中学校（149）【小】
【小学校】
・並松小学校（50）【過小】
・都小学校（93）【過小】
・吐山小学校（34）【過小】
・六郷小学校（34）【過小】

並松小学校・都小学校・吐山小学校・六郷小学校は過小規
模であり、集団活動ができる人数を確保し教育環境を整える観
点から、統合先を都小学校とし、統合再編を行う。

都中学校は小規模であるが、急激な減少は予想されないた
め、生徒数の推移を見守ることとする。


